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佐藤輝夫 :英国に おけ る海藻展示

ーイギリ ス国立自然、史博物館 -

王立植 物園の場合 ー
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我が国ではあまり見られないが，海外の博物館や 石，ダーウインの穂の起源と彼の書斎の復元，ヒュ一

美術館を訪れると小学生や中・高校生等が授業の中で マンバイオロジー鉱物宝石等の展示がある。特に3

展示品の前で先生や係の方に説明を受けたり，スケッ 階には英国自然史コーナー (BritishNatural History)があ

チしている光景に良く出会う 。そのようなH寺1m的な余 り，英国に生育する動植物が取り上げられている。そ

裕を持った学校教育カ リキュラムも談ましいがそれ の中に海岸の環境 (Theseashore environment)について

と同時に，海外の博物館等の展示システムの充実ぶり の展示があった。

にも驚かされてしまう 。筆者は 1996年 12月に札幌市 岩礁帯 (Zonationon a rocky shore)のタイ トルの下

教育委員会 ・平成8年度国際理解放育に|刻する委託研 に飛沫帯 (Splashzon巴)，潮間帯の上部 (Uppershol巴)，

究で英国における生物教育の笑惰についての調査.jiJI 中部 (Middl巴shore)，下部 (Lowershor巴)の各々に生育

究で様々なタイプの中 ・高等学校 (グラマースター する海藻のスケッチがfdlかれている。Splashzone: 

ル、コンプリフェンシイプスクール，パブリツクス Cθ10placII tlwJlincola (地衣類)Upper shore: Fucus spimlis， 

クールなど)を訪問した。訪問した学校 (4校1:1:12校 Pelvetiacanalicll/ara. Middl巴shore:AscophyJlum nodosum， 

の生物室にはウエールズの海岸での臨海実習の11寺の海 Fucus serralus. F. vesicll/oslIs. Low巴rshore: Laminaria 

淡採集の写真と 海藻標本やテーマ研究として海藻を digitata， L. sacchariTw. 

t及ったものを目に した。このようにイギリスでは小 ・

"1" ・ 高等学校の生物教育の中で実際に海へl~B かけ ， 実

物の海藻を見るためのl時間を設定している学校がある

ことも知った。今回は生物教育の研究調査との|均速で

ロンドン市内の国立自然史博物館 (Th巴NaturalHistory 

Museum)とロンドン郊外にある王立植物園 (The 

Royal Botanic Gardens， Kew)を訪れた時に，海藻展示

を見る機会を得たので紹介します。

1 国立自然史博物館

国立自然史博物館はロンドン市内の地下鉄サウス ・

ケンジン トンから徒歩5分にある。18-19世紀に，世

界へ船出したイ ギリス人は，各地で珍しい生き物や鉱

物を収集した。その大半は大英博物館に寄贈された

が，ほどなく手狭とな ったため，1860年にその自然史

部門が独立することが決ま った。 建築はアルフレッ

ド・ウォータ ーハウスに よるもので，移転を提案した

古生物学者リチヤ ー ド・オーエンが初代館長を務め

た。1881年にオープンした博物館は，まさにもう一つ

の大英博物館とでも呼ぶべき存在で，約 5000万点の

襟本を保有する。入り 口を抜けると巨大ホールが広が

り，その中央には全長26mの恐竜デイプロドク スの化

石展示があり 度f@ を抜かれる 。 海中如何手1H~動物， 化 図 l 国立自然史博物館 英国自然史コーナーにおける褐深

石，昆虫，11m乳類，エコロジー， 地球の歩み，人類化 Laminaria dig山
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医12 王立植物園 MarineDisplayのある地下フロアに立つ

P.J.MOITisさん (右)と筆者。1111綬!照明が工夫されている。

さらにその近くで緑藻5種，褐i染14槌，紅i決9縫の

海藻の実物乾燥標本を見ることができる(関 1)。展示

されている淘藻は次のとおりである。

緑ì~~釘 Blyopsis plumosa， C1adophoru /"llpeslris， COdilllll 

βlJgi/e， Enleromolplw inlesluJIllis， Ulva lilClllca 

褐深刻:Ascophyllul11 /lOdOSlll11， C1adosleplJt/s spo/lgiosus， 

FlIclls sen百IL1S，F. spiralis， F. vesiculoslIs， Ha/idlys 

siJiquosa， Lan1inaria digiwla， L. saccharina， Pildina 

pavo/lia， Pelvelia cana/iculalil， Pelillonia filcia， Pilayella 

/inom/is， Rall古川 verrUCOSel，Snrgnssunl muticUl11. 

組j~'Jti : Almfe/tia plicata， Audoui/lella /"7oriduhl， Ceral11illl11 

ru bru 111 ， Cho/ldrus crisplls， Conli/i/la o!Tici/lallis， 

Hilde/lbnmdia rubra， Pall11山 iapal/lJllw， Phyl11i110IilO/l 

lenorl11andii， POlphyl<1 ul11bi/ica/is 

いずれも乾燥標本ではあるが，退色もしておらず岩

等の上に生育している桜子や垂直分布が良くわかるよ

うになっており ，なかなか而白い展示方法と思われ

た。経ごとに学名と簡単な説IYlが記載されている。我

が国に生育している海藻も数種見られた。さらに自然

史博物館には一般公開はしていないが約52075点の純

物桜木を持つハーバリウム (sM) がある。月~金l曜

日 の 41時 30分までで，予約があればIî!J ~'iできるとのこ

とであった。また，図書の完Jdでは「イギリス海藻誌

Seaweeds of the British JslesJ (The Nalllral H istory MuseuITI， 

London: HMSO)なども手に入れることができる。

2王立植物園

ロンドン郊タト，テム ズ河田|ー のリ ッチモンドは，

ジョージ 2i止やジョージ 3i止が愛した静かな旧陸l地街

である。1759年，建築家，造図家，ナチュラリストな

と手の手助けを待て，皇太子フレデリ ック未亡人オーガ

スタがここに植物園を作り始めた。そして彼女の死

後，息子のジョージ 31止が組物園として本絡的に捺備

し，現在では 120万m2を有する 世界最大級の純物|重iで

ある。入口でチケ y卜を購入し，おIJ設者オーガスタ皇

太子妃にちなんで命名された ，皇太子妃の浪室

(Princess of Wal巴SConservalory)を見学した。サイズの

迷う 三角形の部屋を幾重にも連ねているのは，この i

椋で10の気候'}ifを再現しているためで、おかげで砂漠

に育つアロエとアマゾンのII!s迩が問問している。次

に、ノTーム ・ハウス (1'almHouse)を訪れた。1848ij:: 

に完成したパーム ・ハウスは、パーム (ヤシ)に代表

される熱帯植物のために{午られた iJÎlt~主で、そこにTTて

られたゴムやパンの木は熱帯ーに旅行したことがない当

時の人びとを驚かせた。設計者デジマス ・バードンは

|付音1¥の熱を逃がさないように鉄と刀ラスで作った盛岡

をカーブさせている。

お目当ての海淡展示はその地下に展示されていた。

MaJ川 巴 Displayと名付けられたそのフロアで Living

Coll巴ctions0巴parlmenlのP.J.Morris氏にお会いし，すべ

ての水柿展示とそのrl'に生きたまま飼育している熱

情， iilit;市，来;庁};に生育するん~ì~~についての説I~J を 受 け

た(図2)。彼は世界各地の淘謀を粁j力的に採集 してい

る力で， 日本にも 3}立来られて，i'i'純の海を訪れてい

る 。水村i展示の配~IJ は大きく熱帯， at，;百，集結別になっ

ている。水温や!限度がそれぞれ設定， fIll]術lされ管理u状
態がかなり良<，海藻の飼育状態も本来の色や形状が

保たれていた。 水槽の中には魚類や小切~q均等 も同居し

ていた。英国の海に生育する海誕の水作jには緑i巣Ulva

hlclllca，褐藻 Ascophyllul11/lodosul11， Fucus serrilfus， F. 

spira/is， F. vesicllloslls， Lamin<lria digiulliI， L. sacchari/la， 

Pelvecia canaliculalaなどが生きたまま見られ北海道太平

洋官!IJの海に似た海中j孔景であった (図3)。日本から人

為的に外国へ述ばれたとされる設で1972年に英国で初

めてその生育が報告された SiIIgassul11lllLlliculllタマハ

ハキモクの水槽展示もあった(録者も ，英国南jギの

ドーセッ ト州スウ ォニッジ海岸で思いがけず採集する

ことができた)0 7mt;f;~: ， 亜熱帯に主1=. Tlー する海藻の水41111 に

は島ki渠Cau/e/paSp.， ChldOphOl<1 Sp.， E1JIerolηolpha Sp.， 

Halil11eda Sp.， V，lio/lia l11acrophysaと海産経子植物の

ZOSlera Sp紅i築Coralli/laOffici/lalis， Gri1le/Ollphl Sp等が

見られた(1豆14・6)。さらにスタッフの研究スペースま

で案内して頂き ， 各極海i~~飼育タンクを見ることがで

きた (~17 ) 。 やはりこれだけの生きた海藻展示を維持ー

するには充分な設備が必要なのである。itl:界各地で採

集したì~~体を水利iで飼育しており ， 水Hilや n罰j文等の生
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区13-6.Marinc Displayの水槽展示。Izl3.Lul1illilriildigit叫 t。図4.Chldophora spおよひ、GrmeJollpiilsp.o Iz15. OlUJerpil sp。医16. HilJimeda 

印刷中央1i.¥に見えるのはタツノオトシゴ。(蛾彩 :1ヒ山太樹)

育条件にも気を配っていることや遠くからの採集した

海淡の運搬の苦労話等を聞く ことができた。研究用飼

育のタンクから数種類(Ascophyllumnodosum， Caulelpa 

prolifera， Caulerpa Jaxifolia.， Halimeda IUJJlI， Penicillus sp.， 

U/V<lSpーなど)を標本用に頂いた。fTheMarine DisplayJ 

という冊子を園内の売応で購入 (50ペンス)できるが，

その中にはイギ リスのみならず世界の藻類，採集，培

図7.Marine Displayを支える研究ftl飼育水櫛。

養，海洋汚染や有周波類の研究等についても脅かれて

いる。このように世界各地に生育する海藻を生き たま

まの状態で水術展示しているのは興味深<，世界の植

物を精力的に収集してきた王立植物園ならではの展示

と思われた。

英国滞在1-1"に王立Hii.q均図の P巴1巴rJ. Morris氏を紹介

してmく等，今回の調査 ・研究に全面的に支援して頂

いた英国 I~t星国際大学の参加|学習推進室 (PSPS ) の深

野利恵子先生にl享く 納l礼1:1'1し上げます。原稿を校Ill.Jし

てl頁き ，一部写真を提供して下さった国立科学博物館

植物研究部の北山太樹博士に深謝致します。本研究は

札幌市教育委只会・平成8年度国際理解教育にIlI，Jする

研究委託によ って行われました。国立自然史博物館，

王立植物閣の庇史的経緯は.ITs社の「街物語イギリス

(1995)Jからヲ 1)日しました。

(〒004札幌市悲平区北野3条4丁目

北海道札幌ij~í 岡高等学校)



192 

【国立自然史博物館】

所在地 CromwellRoad， London SW7 5BD， UK， 

TEL: +44・171・938・9123(代表)，インターネットホー

ムページ:http://www.nhm.ac.uk/.交通:地下鉄South

Kensington駅から徒歩5分，開館時間:10時(日曜日

は11時)-17時50分，休館日:12月24-26日，入

館料:5ポンド(ただし 5-17歳・学生・ 60歳以上は

2.5ポンド)。

[王立植物園I
所在地:Kew， Surrey， TW9 3AB， UK，τ芭L:+44-181-

940・1171 (24時間テープ案内)， FAX: +44-181-332-

5610，イン夕一ネツトホ一ムペ}ジジ、 :h】ttp://

www.r句kew.or砲g.uk/ん，交通:地下鉄KewGa訂rd必ens凶s駅から

徒歩 1ω0分，開園時間:夜明け~日暮れ，休館日:年中

無休，入園料 :4ポンド(ただし5-16歳は1.5ポンド，

学生・ 60歳以上は 2.5ポンド)。

、、
お願い

この企画では、藻類を展示・保存・応用している博

物館、水族館、植物園などを紹介していきます。藻類

のユニークな展示・普及教育・標本管理などを行って

いる圏内外の機関について会員からの情報をお待ちし

ております。

連絡先:

干 305 茨城県つくば市天久保4・1・l

国立科学博物館北山太樹

TEL:0298-53-8975 

FAX:0298・53・8401

e-mail: kitayama@kahaku.go.jp 




